
      

 

 

       

 

２月号 

心をつなぐ ～小さなあいさつから～ 
今年は１月下旬になって急に寒さが厳しくなりました。雪が屋根や車に積もった日もあり、そんな

日は、子どもたちは手に手に雪玉をもって登校してきました。 

 朝、校門で朝の挨拶を交わすひと時は、私の元気の源です。 

私が都合で早くに出校できないため、朝早く登校してくる子 

どもたちに会えないのは残念な限りですが、校内でも出会っ 

たときには「おはようございます」「こんにちは」と声を交 

わすようにしています。 

あいさつを交わすと気持ちが温かくなるのは、あいさつは 

単なる礼儀や習慣ではなく、「あなたがそこにいることを、 

認めていますよ」というメッセージでもあるからだと思って 

います。「大きな声で元気なあいさつを」言われることもあります。もちろん、それは素晴らしいこ

とです。でも、相手の目を見てうなずくこと、少し照れながらでも声を出そうとすること、そうした

一つ一つにも、確かな思いがこもっています。 

入学したころ、傍から見れば「あいさつができていない」ように見える男の子がいました。でも実

は、その子は毎朝、一生懸命こちらを見て、目であいさつをしてくれていました。そしてそれは、私

にはしっかりと伝わっていました。 

そんな二人だけの挨拶が数年続いたある日、いつもの校門で、小さな「おはようございます」が聞

こえたのです。思わず「え？」と思いましたが、確かに彼の声でした。それからは毎日、彼の小さく

て優しい声のあいさつは続き、今は、後ろからでもあいさつをしてくれます。 

大きな変化ではないかもしれません。でも、その小さな一歩の中に、これまで積み重ねてきた時間

と気持ちが詰まっているように感じます。そしてその声は、「これでよかったんだよ」と、これまで

の日々をそっと肯定してくれているようにも思えるのです。 

子どもたちは、それぞれの速さで、それぞれの形で成長していきます。目に見える変化ばかりでは

ありませんが、確かな歩みは、こうして毎日の中に積み重なっています。 

１月は往（い）ぬる、２月は逃げる、３月は去ると言います。残りのまとめの時期も、教職員、子

どもたちと共に一日一日を大切に重ねていきたいと思います。 

京都市立明徳小学校 校長 服部 菊

ご協力よろしくお願いいたします 



 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新１年生保護者の皆さんですぐーるにご登録がまだの方は、すみやかにご登録をお願いします。 

新１年生に関わる 学校からのお知らせ  


